
闘
を
は
じ
め
と
し
た
各
職
場

の
取
り
組
み
、
労
働
相
談
の

取
り
組
み
、
地
域
、
全
国
の

仲
間
と
の
共
同
の
取
り
組

み
、
丈
夫
屋
、
し
ら
ゆ
り
歯

科
を
は
じ
め
と
し
た
争
議
の

取
り
組
み
、
そ
し
て
、
こ
の

３
月
以
降
、
コ
ロ
ナ
感
染
が

拡
大
し
て
い
く
過
程
で
の
取

り
組
み
は
ど
う
だ
っ
た
の

か
、
す
べ
て
の
組
合
員
で
確

認
す
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、

私
た
ち
労
働
者
を
取
り
巻
く

社
会
状
況
、
安
倍
政
権
が
進

め
て
き
た
「
働
き
方
改
革
」

を
は
じ
め
と
し
た
労
働
法
制

の
改
悪
、
そ
し
て
、
コ
ロ
ナ

感
染
拡
大
の
中
で
、
新
し
い

働
き
方
（
テ
レ
ワ
ー
ク
、
ワ

ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
）
や
、
新
し

い
生
活
様
式
が
、
私
た
ち
の

働
き
方
、
生
活
ス
タ
イ
ル
に

ど
の
よ
う
な
変
化
を
も
た
ら

す
の
か
し
っ
か
り
と
把
握
し

て
い
く
こ
と
で
す
。
そ
の
う

え
で
全
国
一
般
神
奈
川
の
秋

以
降
の
取
り
組
み
を
組
合
員

皆
さ
ん
と
議
論
し
決
定
し
て

い
く
こ
と
で
す
。
と
り
わ
け
、

感
染
拡
大
に
伴
う
雇
用
破

壊
、
生
活
破
壊
は
こ
れ
か
ら

深
刻
化
し
て
い
く
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
労
働
相
談
を
は
じ

め
と
し
た
私
た
ち
の
取
り
組

み
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。 

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
中

で
、
感
染
リ
ス
ク
を
限
り
な

第２３回定期大会に結集を！ 
9/27（日）  
１２：３０開場  

１３：００開始  

１５：００終了  

横浜市技能文化会館８０２ 
〒231-8575  
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く
下
げ
、
安
心
し
て
参
加
で

き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、

様
々
な
制
限
を
設
け
た
大
会

と
な
り
ま
す
。
残
念
な
が
ら
、

大
会
の
目
的
の
一
つ
で
あ
る

組
合
員
同
士
の
交
流
、
大
会

後
の
懇
親
会
は
中
止
と
す
る

こ
と
と
し
、
大
会
参
加
者
の

人
数
制
限
や
、
議
事
進
行
も

簡
素
化
し
て
い
く
こ
と
等
、

大
会
開
催
に
向
け
て
検
討
中

で
す
。
厳
し
い
状
況
で
す
が
、

組
合
員
の
皆
さ
ん
と
共
に
、

第
２
３
回
定
期
大
会
を
成
功

さ
せ
、「
安
心
し
て
働
き
、
安

心
し
て
生
活
で
き
る
社
会
」

の
実
現
に
む
け
た
取
り
組
み

に
邁
進
し
ま
し
ょ
う
！ 

 
 
 

（
委
員
長 

沢
口
） 

２０２０年８月１１日                全国一般神奈川                    第２４３号（１） 

全国一般労働組合全国協議会神奈川 

発 行 者
 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

横浜市中区翁町 1-5-14 

新見翁ビル４Ｆ 

TEL. FAX. 

 045-319-4391 

●
８
月
１
２
日 

１
９
時 

事
務
所 

神
奈
川
合
同
支
部
会
議 

 

●
８
月
１
６
日 

 

１
０
時 

事
務
所 

機
関
紙
発
送
作
業 

 

●
８
月
１
６
日 

 

１
４
時 

寿
公
園 

寿
労
働
相
談 

 

●
８
月
１
８
日 

 

１
８
時 

事
務
所 

横
浜
交
通
開
発
会
議 

 

●
８
月
１
９
日 

 

１
４
時 

横
浜
地
裁
５
０
２ 

丈
夫
屋
県
労
委
行
政
訴
訟
第
１
回
弁
論 

 

●
８
月
１
９
日 

 

１
９
時 

事
務
所 

神
奈
川
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー
会
議 

 

●
８
月
２
０
日 

 

１
０
時 

労
働
局
共
用
第
３
会
議
室 

神
奈
川
労
働
局
交
渉 

 

●
８
月
２
２
日 

 

１
３
時 

市
従
会
館 

Ｊ
Ａ
Ｌ
神
奈
川
支
援
会
議
結
成
１
ヵ
年
集
会 

 

●
８
月
２
２
日 

 

１
８
時 

厚
木
ア
ミ
ュ
ー 

エ
イ
ボ
ン
会
議 

 

●
８
月
２
３
日 

 

１
０
時 

事
務
所 

神
奈
川
Ｐ
Ｆ
Ｔ
会
議 

 

●
８
月
２
３
日 

 
 

事
務
所 

横
浜
ＹМ

Ｃ
Ａ
会
議 

 

●
８
月
２
３
日 

 

１
４
時 

事
務
所 

第
１
１
回
支
部
代
表
者
会
議 

 

●
８
月
２
４
日 

 

１
９
時 

事
務
所 

第
１
１
回
担
当
者
会
議 

 

●
８
月
２
７
日 

 

１
９
時 

事
務
所 

県
共
闘
幹
事
会 

 

●
８
月
３
１
日 

 

１
４
時 

県
労
委 

し
ら
ゆ
り
歯
科
県
労
委 

 

●
８
月
３
１
日 

 

１
８
時 

会
社 

横
浜
交
通
開
発
団
体
交
渉 

                           
 

 
 

                    
 

  
 

   
 

                            
 

   
 

  
 

  
 

    
 

  
 

     
 

  
 

     
 

  
 

   
 

  
 

  
 

  
 

                    

組
合
員
の
皆
さ
ん
！ 

全
国
一
般
神
奈
川
は
、
来

る
９
月
２
７
日
、
第
２
３
回

定
期
大
会
を
横
浜
市
技
能
文

化
会
館
で
開
催
し
ま
す
。
今

大
会
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大

の
中
で
、
私
た
ち
労
働
者
の

雇
用
と
生
活
が
脅
か
さ
れ
て

い
る
状
況
下
で
、
雇
用
と
生

活
を
守
る
労
働
組
合
本
来
の

使
命
が
問
わ
れ
る
大
会
で

す
。
感
染
予
防
に
最
大
限
の

注
意
を
払
い
な
が
ら
、
大
会

の
開
催
、
運
営
を
組
合
員
の

創
意
工
夫
で
成
功
さ
せ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。 

大
会
の
意
義
は
、
１
年
間

の
取
り
組
み
を
振
り
返
り
な

が
ら
、
次
年
度
の
活
動
に
活

か
し
て
い
く
こ
と
で
す
。
春

９・２７ 第２３回定期大会へ！  
「安心して働き、生活できる社会」の実現に向け、 

多くの組合員の参加で、大会を成功させよう！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２０年８月１１日                全国一般神奈川                    第２４３号（２） 

８
月
４
日
、
平
沼
レ
ス
ト
ハ

ウ
ス
で
全
労
協
の
中
岡
事
務
局

長
を
講
師
に
招
い
て
、
働
き
方

「
改
革
」
攻
勢
に
対
抗
す
る
反

転
攻
勢
＝
コ
ロ
ナ
禍
の
中
小
企

業
・
非
正
規
労
働
者
の
闘
い
と

労
組
の
任
務
＝
を
テ
ー
マ
に
し

た
学
習
会
が
行
わ
れ
、
約
３
０

名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。 

コ
ロ
ナ
禍
で
の
労
働
現
場
の

実
態
は
、
テ
レ
ワ
ー
ク
・
在
宅

勤
務
の
広
が
り
に
よ
っ
て
、
労

働
時
間
管
理
の
形
骸
化
や
個
々

の
労
働
者
間
の
つ
な
が
り
（
連

帯
）
が
希
薄
に
な
る
こ
と
で
労

働
者
の
分
断
と
孤
立
化
が
進
行

す
る
将
来
を
示
唆
し
て
い
ま

す
。
一
方
で
在
宅
勤
務
が
で
き

な
い
キ
ー
ワ
ー
カ
ー
（
エ
ッ
セ

ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
）
が
非
正

規
や
低
賃
金
な
ど
劣
悪
な
労
働

環
境
に
置
か
れ
て
い
る
実
情
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。 

労
働
者
保
護
法
制
の
撤
廃
・

改
悪
に
よ
っ
て
労
働
者
の
団
結

を
阻
止
し
、
結
果
使
用
者
の
言

い
な
り
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い

労
働
者
を
生
み
出
す
に
よ
っ
て

「
世
界
で
一
番
企
業
が
活
躍
し

や
す
い
国
」
を
目
指
す
と
い
う

安
倍
政
権
に
よ
る
働
き
方
「
改

革
」
の
真
の
狙
い
が
、
は
か
ら

ず
も
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
た
と

言
え
ま
す
。 

中
岡
事
務
局
長
の
提
起
は
、

こ
の
よ
う
な
状
況
だ
か
ら
こ

そ
、
改
め
て
労
働
組
合
の
必
要

コ
ロ
ナ
禍
の
労
働
組
合
の
任
務 

８
・４
県
共
闘
学
習
会 

性
と
任
務
の
整
理
を
再
確
認
す

る
契
機
と
な
り
ま
し
た
。
一
部

の
弁
護
士
や
社
労
士
事
務
所
が

オ
ン
ラ
イ
ン
の
「
労
働
組
合
」

を
名
乗
り
困
窮
し
て
い
る
労
働

者
か
ら
解
決
金
を
ピ
ン
ハ
ネ
す

る
行
為
も
は
び
こ
る
中
、
個
々

の
職
場
の
問
題
、
状
況
に
即
し

た
継
続
的
な
粘
り
強
い
交
渉
を

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
労

働
組
合
の
生
命
線
で
す
。
ま
た
、

労
働
法
制
、
特
に
非
正
規
労
働

者
の
待
遇
改
善
に
つ
な
が
る

「
パ
ー
ト
有
期
労
働
法
」
を
活

用
し
た
闘
い
へ
の
共
有
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
た
学
習
会
と
な

り
ま
し
た
。
と
も
に
頑
張
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。 

（
八
木
） 

９
・
１
７
証
人
尋
問
、
裁
判
は
山
場
に
・
傍
聴
を
！

労
働
組
合
を
嫌
悪
し
た
不
当
解
雇
・
雇
止
め
は
絶
対
に
許
さ
な
い
！ 

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
影

響
で
審
理
が
遅
れ
て
い
た
、
し

ら
ゆ
り
歯
科
裁
判
が
動
き
出
し

ま
し
た
。
次
回
期
日
は
、
９
月

１
７
日
、
１
０
時
３
０
分
、
５

０
２
号
法
廷
で
証
人
尋
問
が
行

わ
れ
ま
す
。
会
社
側
証
人
は
、

上
林
院
長
含
め
２
名
、
原
告
側

は
組
合
員
２
名
が
証
言
に
立

ち
、
主
尋
問
、
反
対
尋
問
を
一

日
か
け
て
行
い
ま
す
。 

上
林
証
人
は
、
２
０
１
８
年

１
１
月
の
荒
川
、
丹
羽
両
組
合

員
を
理
由
な
き
懲
戒
解
雇
に

し
、
そ
し
て
昨
年
７
月
に
は
真

野
組
合
員
を
雇
止
め
。
真
面
目

に
働
く
組
合
員
を
職
場
か
ら
排

除
し
た
本
人
で
す
。
し
か
し
、

そ
の
後
の
組
合
と
の
団
交
に
は

一
切
出
席
せ
ず
、
今
回
懲
戒
解

雇
理
由
を
本
人
か
ら
初
め
て
聞

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
原
告
側

も
荒
川
、
丹
羽
組
合
員
が
証
言

し
ま
す
。 

現
在
、
９
月
１
７
日
に
向
け

て
、
組
合
を
嫌
悪
す
る
が
故
の

不
当
な
懲
戒
解
雇
で
あ
り
、
雇

神奈川最賃審議会 1円アップの時給 1012円を答申 

しらゆり歯科 

止
め
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か

に
す
る
べ
く
、
会
社
側
証
人
へ

の
質
問
や
原
告
証
言
の
準
備
を

着
々
と
進
め
て
い
ま
す
。 

尋
問
に
は
準
備
万
端
で
迫
り

ま
す
が
、
裁
判
で
の
言
い
逃
れ

を
許
さ
ず
、
証
人
へ
の
力
強
い

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
傍
聴
席
か
ら

お
願
い
し
ま
す
。 

（
佐
藤
） 

中
央
最
賃
審
議
会
が
２
０

年
最
賃
の
目
安
を
示
せ
ず
、

「
現
行
水
準
維
持
が
適
当｣

と

い
う
答
申
の
中
、地
方
の
最
賃

審
議
会
で
は
、１
～
３
円
の
ア

ッ
プ
の
答
申
が
多
く
出
さ
れ

て
い
る
。神
奈
川
最
賃
審
議
会

も
８
月
５
日
に
１
円
ア
ッ
プ

の
１
０
１
２
円
の
答
申
を
出

し
た
。
経
営
者
側
委
員
は
、
最

賃
が
上
が
る
と
倒
産
が
増
え
、

雇
用
が
守
れ
な
い
と
最
賃
の

ア
ッ
プ
に
反
対
し
た
。大
企
業

の
利
益
優
先
の
経
済
の
仕
組

み
を
棚
上
げ
し
、し
わ
寄
せ
を

非
正
規
労
働
者
に
押
し
付
け

る
や
り
方
で
あ
る
。 

労
働
者
側
委
員
か
ら
も
エ

ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の

多
く
が
最
低
賃
金
に
張
り
付

い
た
賃
金
で
懸
命
に
働
い
て

い
る
と
、最
賃
の
ア
ッ
プ
の
必

要
性
の
主
張
は
あ
っ
た
が
、最

後
は
、公
益
委
員
会
長
の
１
円

ア
ッ
プ
提
案
に
し
ぶ
し
ぶ
賛

成
す
る
有
り
様
で
あ
っ
た
。こ

れ
は
、最
低
賃
金
で
働
く
労
働

者
の
代
表
委
員
を
出
せ
て
な

い
こ
と
と
、最
低
生
計
費
に
基

づ
い
た
最
低
賃
金
の
審
議
が

で
き
て
い
な
い
こ
と
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。 

今
日
、
最
低
賃
金
は
、
非
正

規
労
働
者
の
賃
金
の
底
支
え

と
な
っ
て
い
る
。そ
の
最
低
賃

金
に
張
り
付
い
て
働
く
労
働

者
が
非
正
規
の
半
数
に
及
ぶ
。

企
業
内
労
組
が
、非
正
規
を
組

織
化
し
得
て
こ
な
か
っ
た
こ

と
に
よ
り
最
賃
で
働
く
労
働

者
の
意
見
は
表
に
出
て
来
な

い
し
、最
賃
の
審
議
に
反
映
さ

れ
て
い
な
い
。非
正
規
労
働
者

に
は
、生
活
と
雇
用
を
優
先
せ

ざ
る
を
得
な
い
現
実
が
あ
る

中
で
、最
賃
で
働
く
非
正
規
の

声
を
反
映
さ
せ
る
労
働
運
動

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

い
ず
れ
に
せ
よ
、「
ア
ベ
の

最
賃
３
％
ア
ッ
プ｣

の
か
け
声

に
依
存
し
て
き
た
最
賃
運
動

の
限
界
を
超
え
て
い
か
な
い

限
り
、格
差
は
拡
大
す
る
一
方

で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
、
最
賃

に
張
り
付
い
て
働
く
非
正
規

の
声
に
よ
り
そ
い
、全
国
ど
こ

で
も
今
す
ぐ
１
０
０
０
円
以

上
、最
低
賃
金
１
５
０
０
円
を

実
現
さ
せ
よ
う
。(

米
山) 

全
国
ど
こ
で
も
今
す
ぐ
１
０
０
０
円
以
上 

最
低
賃
金
１
５
０
０
円
の
実
現
を
！ 


